
2015年度第3四半期決算の概要について説明します｡
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サマリーについて説明します。

受注高は、前年同期から126億円増加の26,309億円となりました。前年同期は、一部の海
外子会社において、決算期を12月から3月に変更した為、決算期間が15ヶ月になっていま
す。その影響を除いた実質的な受注高は、前年同期から約1,300億円増加しました。

売上高は、前年同期から1,493億円増加の28,326億円となりました。受注高と同様に、決
算期変更影響を除いた実質的な売上高は、前年同期から約2,500億円増加しました。

営業利益は、前年同期から137億円増加の1,853億円となりました。受注高・売上高と同様
に、決算期変更影響を除いた実質的な営業利益は、前年同期から約210億円増加しまし
た。

経常利益は、前年同期から134億円減少の1,748億円となりましたが、主な要因は、為替

差損益が前年同期より悪化したことによるものであり、内容としては特段問題ないと考え
ています。

一方、金融収支は着実に改善し、受取利息・配当金と支払利息を合算すると、前年同期
から約40億円増加しました。これは、有利子負債圧縮等の成果によるものです。

特別損益は、前年同期から241億円悪化のマイナス699億円となりました。



主な内訳は以下の通りとなります。

現在建造中の客船に関して工期の遅れやコスト増加が発生し、第2四半期決算で引き
当てた額をさらに200億円強上回る損失が見込まれることとなり、第3四半期までの累計
で、530億円の損失となりました。

次に、事業構造改善費用として185億円の損失を計上しましたが、不採算事業のカーブ
アウトや生産合理化の為の費用であり、業績見通しに織り込んでいる500億円の損失
の一部が実現したものです。

また、投資有価証券売却損マイナス26億円についても、事業売却に伴う株式の売却損
によるものであり、大きな意味で事業構造改善のための費用です。
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セグメント別の内訳について説明します。

受注高は、エネルギー・環境および交通・輸送で前年同期を下回りました。エネルギー
・環境は、商談中の火力プラントの受注時期のずれ等により、前年同期を1,060億円下
回ったものの、2015年度通期ではカバーできると考えています。また、交通・輸送は、
MRJで大型受注のあった前年同期を401億円下回りました。防衛・宇宙および機械・設
備システムは、堅調に推移しています。

売上高は、機械・設備システムが前年同期から大きく増加しました。これは、ドイツ シ
ーメンス社の製鉄機械事業を統合したことによるものです。

営業利益は、エネルギー・環境で前年同期から74億円の減少となりました。これは主

に、関西電力㈱向けガスタービン発電プラントにおける蒸気タービンの不具合対策関
連費用によるものです。機械・設備システムも前年同期から84億円減少となりましたが
、これは、主に決算期変更影響によるものです。



貸借対照表について説明します。

資産は、2014年度末から1,265億円増加しました。全社を挙げてバランスシートのスリ
ム化を進めていますが、大型M&Aの影響により、特に棚卸資産を中心にバランスシー

トが膨らんでいます。現在取り組んでいるキャッシュ・フロー改善活動の中で、バランス
シート圧縮を図っていきます。

純資産は、2014年度末から若干減少しました。これは、利益は順調に積み上がってい

るものの、為替換算調整勘定等の包括利益のマイナスによるもので、事業経営上、大
きな問題ではありません。

有利子負債は、バランスシートが膨らんだことで、2014年度末から3,001億円増加しま
した。当社の事業サイクル上、毎年度第3四半期が最もキャッシュフローの厳しい時期
となり、例年、第4四半期に回復していきます。



主要財務指標およびキャッシュフローについて説明します。

2014年度末から、自己資本比率は1.0ポイント減少、有利子負債は3,001億円増加、D/E
レシオは0.15増加しました。

フリーキャッシュフローは、第3四半期断面でマイナス2,424億円となりましたが、第4四半

期でどれだけ改善を果たすことができるかが、当社の経営における重要なポイントと認
識しています。



セグメント別状況について説明します。

受注高・受注残高ともに、各セグメントの構成比に大きな変動はありません。

今期潜水艦等を受注した防衛・宇宙の割合が少し増加しました。

また、機械・設備システムも、製鉄機械事業の統合効果やターボチャージャ・冷熱等の
事業規模拡大により、割合が増加しました。
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売上高は、受注高と同様に、機械・設備システムを中心に増加しました。

8



営業利益について説明します。

エネルギー・環境の減益は、主に、不具合対策関連費用によるものです。

交通・輸送の増益は、ボーイング向けTier1事業におけるコスト改善や円安効果による
ものです。

防衛・宇宙は、ほぼ前年度並みです。

機械・設備システムの減益は、主に決算期変更によるものであり、この影響を除けば、
ほぼ前年度並みとなります。
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2015年度業績見通しについて説明します。

受注高は、大型案件の受注を第4四半期に控えているために、少し流動的な側面が残っ
ていますが、前回公表値を変更する必要はないと考えています。

売上高は、一部の事業において納期のずれ（繰り下がり）や工事進捗率の低下などが見
られたため、前回公表値から1,000億円下方修正しました。

営業利益は、エネルギー・環境において、先ほどご説明した不具合対策関連費用等を考
慮し、300億円下方修正しました。一方、堅調に推移している交通・輸送を、100億円上方
修正しました。合わせて200億円の下方修正ですが、これを最大限上積みできるよう、第4
四半期で努力します。

純利益は、400億円下方修正しました。これは、営業利益の減少見込みに加え、客船事
業における特別損失の追加発生を考慮したものです。

EBITDAは、売上・営業利益の伸びに連動して堅調に推移しています。

フリーキャッシュフローは、バランスシートが想定よりも少し膨らんだ点を踏まえ、500億円
下方修正の、マイナス500億円としました。

配当は、変更ありません。



以上で、2015年度第3四半期決算の説明を終わります。
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